
令和４年度 学校評価（年度末）調査結果 

今富小学校 
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＜教職員＞ 



 

 （学校教育目標）すすんでかかわり 生き生きとりくむ今富っ子 

 心（思いやりのある子） 頭（思いや考えを伝えられる子） 体（健康でたくましい子） 

成
果
と
課
題 

○あいさつに関して、中学年での評価がやや低いものの、全体的

には８５％をこえており、満足のいく結果となった。委員会やプロ

ジェクト活動に主体的に取り組み、あいさつをよりよくしていこう

としたことのあらわれだと思われる。 

○居心地のよい学級に関しては、児童のＡＢ評価が９０％をこえて

おり、十分満足できる結果である。普段の学級作りだけでなく、

人権週間の取り組み等により、自他を認めたり、褒めたりする活

動ができ、居心地のよい学級作りに役だった。 

○ふるさと学習に関しては、児童・保護者・教員とも十分満足ので

きる結果となっている。 

△あいさつに関して、保護者のＡＢ評価が８０％と、児童と比べると

低くなっている。 

△居心地のよい学級に関して、全体的な結果はよいものの、ＣＤ

評価の児童が２％～７％おり、少しでも減らしていくように努め

ていく。 

○ペアやグループでの学習を積極的に取り

入れ対話の機会を増やしたことで、多くの

児童が自分の思いや考えを伝えることが

できた。児童・保護者ともに AB 評価が

95％前後であった。 

〇家庭学習の手引きを活用して、自分に必要

なめあてを設定し可視化したり、長期休業

前に再度見直したりしたことで、めあてをも

って学習に取り組む児童が出てきた。 

△児童自身が設定しためあてについての家

庭へのお知らせが不十分であった。 

○アウトメディアを通して、自分

の生活に合ったメディアコント

ロールの方法を見つけて取り

組もうとする児童が出てきた。 

○運動習慣の定着については、

児童・保護者・教職員の全て

において AB評価が９０％をこ

えた。業間体育に粘り強く取り

組み、一輪車・マラソン・なわ

とびで運動能力の向上を実

感できる児童が多かった。 

△タブレットを持ち帰った際のマ

ナーやルールについて、学校

と家庭の共通理解が不十分

だった。 

改
善
策
・対
応
策 

・委員会活動やプロジェクト活動を計画的に持ったり、あいさつの

具体的な姿を子ども達に考えさせたりしていくことで、あいさつ

の意識を向上させる。 

・「居心地」がよくないと感じている児童の把握と、教育相談等を

通じてしっかりと話を聞く時間を持つ。 

・児童同士、関わり合いを持つ活動は今後も継続して行っていく。 

・ふるさと学習は、どの学年も継続的に取り組みを行う。 

・年度の初めから家庭学習のめあてを作成

し、定期的な振り返りやめあての再設定を

行うことで、家庭学習の質をあげる。家庭と

連携していけるよう、発信していく。 

・タブレットを用いた家庭学習の増加が見込

まれるため、活用場面や方法について、家

庭と学校が共通理解していく。 

・学習の振り返りをする時間を設け、自分の

学びの深まりを自覚できる機会をもつ。 

・情報モラル指導カリキュラム表

の作成や、タブレット使用時の

ルール作り、教育講演会等で

の啓発を通し、情報機器使用

時のマナーやルールについて、

家庭と学校が連携して理解を

深める。 

学校評価（年度末）のアンケート結果についての考察と今後の対応  
 


